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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶層を挟んで対向配置された一対の基
板のうちの一方の基板に、複数のゲートバスラインと複
数のソースバスラインとが絶縁膜を介して互いに交差す
るように配置され、該ゲートバスラインと該ソースバス
ラインで区切られたマトリクス状の各領域に、該ゲート
バスラインと該ソースバスラインとに電気的に接続され
たスイッチング素子、および該スイッチング素子に電気
的に接続された絵素電極が設けられ、
他方の基板に、該絵素電極と対向して設けられた対向電
極が、該ゲートバスラインと同数に分割されて各ゲート
バスラインとそれぞれ平行に配置された複数の対向電極
部分を有し、各対向電極部分は互いに絶縁されて個々に
任意の電圧が与えられる液晶表示装置であって、
前記各ゲートバスラインに順次電圧が印加されるように
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なっており、
ｎ番目にＯＮ電圧が印加されるゲートバスラインと電気
的に接続されたスイッチング素子がＯＮ状態になってい
るときに、該ｎ番目のゲートバスラインのＯＮ電圧の印
加に対して遅延状態で、該ｎ番目のゲートバスラインに
対応する対向電極部分のみに、その対向電極部分をＯＮ
状態にするＯＮ電圧が与えられ、
該ｎ番目にＯＮ電圧が印加されるゲートバスラインにＯ
ＦＦ電圧が印加されて、そのゲートバスラインと電気的
に接続されたスイッチング素子がＯＦＦ状態になり、次
のｎ＋１番にＯＮ電圧が印加されるゲートバスラインに
ＯＮ電圧が印加されて、そのゲートバスラインと電気的
に接続されたスイッチング素子がＯＮ状態になっている
ときに、該ｎ番目のゲートバスラインに対応する対向電
極部分が、該ｎ番目のゲートバスラインのＯＦＦ状態に
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対して遅延状態で高インピーダンス状態になる液晶表示
装置。
【請求項２】  隣り合う前記ｎ番目のゲートバスライン
とｎ＋１番目のゲートバスラインとに電気的に接続され
たスイッチング素子を介してそれぞれ接続された絵素電
極は、前記ｎ番目とｎ＋１番目のゲートバスラインに印
加される駆動電圧を逆極性にしてライン反転を行い、前
記ｎ番目のゲートバスラインに対応する対向電極部分と
前記ｎ＋１番目のゲートバスラインに対応する対向電極
部分とには、各々逆極性の電圧がフレーム毎に反転して
与えられる請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記ゲートバスラインのＯＦＦ信号とし
てＤＣ信号が印加される請求項１または請求項２に記載
の液晶表示装置。
【請求項４】  １つの対向電極駆動回路を備え、該対向
電極駆動回路は、前記各対向電極部分に対する対向電極
信号をＯＮ電圧にするか、各対向電極部分を高インピー
ダンス状態にするかを選択するスイッチを有し、各スイ
ッチによる選択が、遅延回路によってそれぞれ遅延され
るようになっている、請求項１乃至請求項３のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記対向電極駆動回路が、前記ゲートバ
スラインに電圧を供給するゲート電極駆動回路としても
機能している請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】  請求項１乃至請求項５のいずれかに記載
の液晶表示装置に用いられ、前記対向電極部分を駆動す
る駆動回路であって、
前記各対向電極部分に対する対向電極信号をＯＮ電圧に
するか、各対向電極部分を高インピーダンス状態にする
かを選択するスイッチを有し、各スイッチによる選択
が、遅延回路によってそれぞれ遅延されるようになって
いる、駆動回路。
【請求項７】  前記ゲートバスラインにも電圧を供給す
る請求項６に記載の駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＯＡ（Ｏｆｆｉｃ
ｅ  Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ）用やＡＶ（Ａｕｄｉｏ  Ｖ
ｉｓｕａｌ）用の表示装置として用いられる液晶表示装
置およびその駆動回路に関し、特に、透明な絶縁性基板
上にスイッチング素子をマトリクス状に配した、所謂ア
クティブマトリクス型の液晶表示装置およびその駆動回
路に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、薄型、計量および低消
費電力等の特徴を有し、近年では、多く利用されるよう
になってきている。その中でも、マトリクス状の各絵素
毎にスイッチング素子を配したアクティブマトリクス型
の液晶表示装置は、上記特徴に加え、高品位の映像を提
供できることから、ＯＡ用やＡＶ用の表示装置として注
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目されている。
【０００３】一般的なアクティブマトリクス型の液晶表
示装置において、ガラス等の透光性を有する絶縁材料か
らなる２枚の基板の間に液晶層を挟持した液晶パネルを
備えている。その液晶パネルの表示面の裏側には、少な
くとも液晶層に均一に光が照射されるように、光源と、
その光源からの光を液晶層の全体に行き渡らせてその光
量が一定になるように制御された導光板とからなる光照
射手段が設けられる。
【０００４】液晶パネルを構成する一方の基板には、複
数のゲートバスラインおよび複数のソースバスラインが
互いに交差（一般には直交）するように、互いに絶縁さ
れた状態でマトリクス状に高密度に配線されている。そ
して、各バスラインの交差部近傍には、スイッチング素
子としてのＴＦＴ（薄膜トランジスタ）素子と絵素電極
とが、各バスラインで区切られたマトリクス内に設けら
れている。各ＴＦＴ素子は、ゲートバスライン、ソース
バスラインおよび絵素電極に電気的に接続されている。
【０００５】他方の基板には、上記絵素電極に対向して
設けられた対向電極が、全面にベタパターンで設けられ
ており、２枚の基板は周辺部が封止剤で接着され、その
間には液晶層が挟持されている。
【０００６】以下に、この液晶表示装置により表示を得
る過程について、図３、図４および図５を参照しながら
説明する。なお、ここでは黒表示を行う場合について説
明する。
【０００７】図３に示す制御回路１は、パーソナルコン
ピューター等の信号発生装置から出力される任意の表示
データ、およびその表示データに同期した形で出力され
る同期信号を受取り、内部で当該液晶表示装置に適した
信号に変換を行う。そして、次段のゲート電極駆動回路
１０、ソース電極駆動回路２および対向電極駆動回路１
１に所定の信号が供給される。
【０００８】上記ゲート電極駆動回路１０は、各ゲート
バスライン（Ｇ１、Ｇ２、・・・、Ｇｎ）４に対して、
順次電圧を印加していく。図４および図５により、ある
特定の絵素にかかる液晶印加電圧２２の変化を見ていく
と、まず、そのゲートバスライン４に接続されているＴ
ＦＴ素子７のゲート電極Ｇにゲート信号２０に示すよう
なＯＮ電圧が印加されてＴＦＴ素子７がＯＮ状態にな
る。
【０００９】このとき、各絵素電極と対向電極との間に
挟持された液晶層部分である各絵素の液晶容量８および
補助容量９には、ソース電極駆動回路２からソースバス
ライン（Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｍ）６およびＴＦＴ素
子７を介してソース信号１４が印加される。また、対向
電極駆動回路１１からは、対向電極バスライン５を介し
て共通の対向電極信号（ＶＣＯＭ）２１が液晶容量８お
よび補助容量９に供給される。これにより、所定の絵素
電極と対向電極との間に、液晶印加電圧２２としてソー
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ス信号１４と対向電極信号２１間の電位差１６、１７が
生じる。なお、液晶印加電圧２２において、１６、１７
の矢印は電位の向きを示し、実線は絵素電極電位（ドレ
イン波形）１８ａを示し、破線は対向電極波形を示す。
【００１０】ここで、ソース信号１４と対向電極信号
（ＶＣＯＭ）２１との間に生じる電位差１６、１７は一
定であるが、それらの信号は１フィールド毎に印加する
電位２２の向き（極性）を反転させ（１６、１７）、さ
らに、隣り合うゲートバスライン４で印加する電位２２
の向きも１ライン毎に反転させている。これは、液晶に
は長時間一定のＤＣ電圧を印加すると特性が劣化するこ
と、およびフリッカ等の原因になる寄生容量等の充放電
電流によって絵素の電圧が変動するのを抑える必要があ
ること等の理由による。
【００１１】さらに、上記１ライン毎に反転する対向電
極信号２１により、図４の液晶印加電圧２２は、電位差
１７または１６を保ったまま、対向電極信号２１に合わ
せて電位が変動する。よって、特に影響の大きい図５に
示すＴＦＴ素子７による寄生容量２４の電荷移動をキャ
ンセルするため、図４に示すゲート信号２０においてＯ
ＦＦ信号も対向電極信号２１の電位差を持って交流駆動
している。
【００１２】なお、補助容量９は、液晶容量８に保持さ
れる電荷量が微細であるため、図５に示すように寄生容
量２３、２４、２５等の変動による液晶印加電圧の変動
を緩和させるために設けられる。また、本明細書では特
に説明していないが、補助容量は、ゲートバスラインと
の間に容量を有する場合もある。
【００１３】このような駆動方法により、液晶パネルの
上面に一様に照射された光は、液晶パネルに添付された
偏光板を介して液晶に入射する。そして、各絵素電極と
対向電極（ＶＣＯＭ）との間に発生した電位差によって
液晶分子の配向状態が変化し、偏光方向が適宜変化させ
られた光が、液晶パネルに添付された他方の偏光板を介
して出射することにより、任意の透過光を得ることがで
きる。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】上述した従来の液晶表
示装置においては、コモン電圧（対向電極信号（ＶＣＯ
Ｍ））とデータ信号電圧（ソース信号）の極性を頻繁に
反転させる交流駆動となる。そのため、電圧が反転する
ときに、容量性負荷である液晶パネルに充放電電流が流
れ、電力が消費されることになる。
【００１５】さらに、近年では、高精細化が進み、コモ
ン電圧とデータ信号電圧の極性を反転させる周波数が高
くなっている。ところが、上記充放電電流は周波数の高
さに比例して大きくなるため、充放電電流の増加による
消費電力の増加が無視できなくなってきている。
【００１６】このような消費電力の増加を改善するため
に、例えば特開平６－１４９１７４号公報には、対向電
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極を複数個の群に分割して形成し、各群に印加される電
圧の極性が互いに反対の極性となるように、印加する方
法が開示されている。現行では、ｍライン目とｍ＋１ラ
イン目とでデータライン（ソースライン）の駆動電圧の
極性を逆にしてライン反転を行い、２つの対向電極（共
通電極）には各々逆極性をフレーム毎に反転させるよう
に構成されている。この方法によれば、１ラインおきに
同一極性となる対向電極をまとめて駆動することができ
るので、その対向電極の電圧の極性を１フレーム毎に変
化させるだけでよく、低周波駆動が可能となり、消費電
力を下げることができるというものである。
【００１７】しかしながら、上記従来の方法は、ある特
定の液晶容量８および補助容量９に任意の電圧が印加さ
れた後も、対向電極には常に電圧を印加する必要があ
り、その分の対向電極駆動回路自身の消費電力を低減す
ることはできていない。また、液晶パネル内のリーク電
流（上述した充放電電流）による消費電力を低減するこ
ともできていない。さらに、対向電極を分割することに
よって、今まで１つの回路で良かったものが、２つ以上
の回路が必要となり、コストの増加や回路基板に占める
回路の占有面積が大きくなってしまうという問題があ
る。
【００１８】本発明はこのような従来技術の課題を解決
すべくなされたものであり、不要な充放電電流を防いで
消費電力を低減すると共に対向電極駆動回路自身の消費
電力を低減することができ、さらに、コストの低減およ
び回路基板に占める回路の占有面積の縮小を図ることが
できる液晶表示装置およびその駆動回路を提供すること
を目的とする。
【００１９】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、液晶層を挟んで対向配置された一対の基板のうちの
一方の基板に、複数のゲートバスラインと複数のソース
バスラインとが絶縁膜を介して互いに交差するように配
置され、該ゲートバスラインと該ソースバスラインで区
切られたマトリクス状の各領域に、該ゲートバスライン
と該ソースバスラインとに電気的に接続されたスイッチ
ング素子、および該スイッチング素子に電気的に接続さ
れた絵素電極が設けられ、他方の基板に、該絵素電極と
対向して設けられた対向電極が、該ゲートバスラインと
同数に分割されて各ゲートバスラインとそれぞれ平行に
配置された複数の対向電極部分を有し、各対向電極部分
は互いに絶縁されて個々に任意の電圧が与えられる液晶
表示装置であって、前記各ゲートバスラインに順次電圧
が印加されるようになっており、ｎ番目にＯＮ電圧が印
加されるゲートバスラインと電気的に接続されたスイッ
チング素子がＯＮ状態になっているときに、該ｎ番目の
ゲートバスラインのＯＮ電圧の印加に対して遅延状態
で、該ｎ番目のゲートバスラインに対応する対向電極部
分のみに、その対向電極部分をＯＮ状態にするＯＮ電圧
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が与えられ、該ｎ番目にＯＮ電圧が印加されるゲートバ
スラインにＯＦＦ電圧が印加されて、そのゲートバスラ
インと電気的に接続されたスイッチング素子がＯＦＦ状
態になり、次のｎ＋１番にＯＮ電圧が印加されるゲート
バスラインにＯＮ電圧が印加されて、そのゲートバスラ
インと電気的に接続されたスイッチング素子がＯＮ状態
になっているときに、該ｎ番目のゲートバスラインに対
応する対向電極部分が、該ｎ番目のゲートバスラインの
ＯＦＦ状態に対して遅延状態で高インピーダンス状態に
なり、そのことにより上記目的が達成される。
【００２０】本発明の液晶表示装置において、隣り合う
前記ｎ番目のゲートバスラインとｎ＋１番目のゲートバ
スラインとに電気的に接続されたスイッチング素子を介
してそれぞれ接続された絵素電極は、前記ｎ番目とｎ＋
１番目のゲートバスラインに印加される駆動電圧を逆極
性にしてライン反転を行い、前記ｎ番目のゲートバスラ
インに対応する対向電極部分と前記ｎ＋１番目のゲート
バスラインに対応する対向電極部分とには、各々逆極性
の電圧がフレーム毎に反転して与えられる構成とするこ
とができる。
【００２１】本発明の液晶表示装置において、前記ゲー
トバスラインおよび前記対向電極部分は、隣り合うもの
どうしでＯＮ電圧の極性が逆であり、かつ、各対向電極
部分に与えられるＯＮ電圧の極性がフレーム毎に反転さ
れる構成とすることができる。
【００２２】本発明の液晶表示装置は、前記ゲートバス
ラインのＯＦＦ信号としてＤＣ信号が印加される構成と
することができる。
【００２３】本発明の液晶表示装置において、１つの対
向電極駆動回路を備え、該対向電極駆動回路は、前記各
対向電極部分に対する対向電極信号をＯＮ電圧にする
か、各対向電極部分を高インピーダンス状態にするかを
選択するスイッチを有し、各スイッチによる選択が、遅
延回路によってそれぞれ遅延されるようになっていても
よい。
【００２４】本発明の液晶表示装置において、前記対向
電極駆動回路は、前記ゲートバスラインに電圧を供給す
るゲート電極駆動回路としても機能させることができ
る。
【００２５】本発明の液晶表示装置の駆動回路は、本発
明の液晶表示装置に用いられ、前記対向電極部分を駆動
する駆動回路であって、前記各対向電極部分に対する対
向電極信号をＯＮ電圧にするか、各対向電極部分を高イ
ンピーダンス状態にするかを選択するスイッチを有し、
各スイッチによる選択が、遅延回路によってそれぞれ遅
延されるようになっており、そのことにより上記目的が
達成される。
【００２６】本発明の液晶表示装置の駆動回路は、前記
ゲートバスラインにも電圧を供給することができる。
【００２７】以下、本発明の作用について説明する。
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【００２８】本発明にあっては、後述する実施の形態に
おいて図１に示すように、絵素電極に対向して設けられ
た対向電極が、ゲートバスライン４と同数に分割されて
ゲートバスライン４と平行に配置されており、各対向電
極部分は互いに絶縁されて、個々に任意の電圧が与えら
れるように構成されている。
【００２９】この液晶表示装置は、あるｎ番目のゲート
バスライン４にＯＮ電圧が印加されて、そのゲートバス
ライン４と電気的に接続されたスイッチング素子（ＴＦ
Ｔ素子７）がＯＮ状態になっているときに、そのタイミ
ングに合わせて、そのｎ番目のゲートバスライン４に対
応する対向電極部分のみに、その対向電極部分をＯＮ状
態にするＯＮ電圧が与えられる。そして、そのｎ番目の
ゲートバスライン４にＯＦＦ電圧が印加されて、そのゲ
ートバスライン４と電気的に接続されたＴＦＴ素子７が
ＯＦＦ状態になり、次のｎ＋１番目以降のゲートバスラ
イン４にＯＮ電圧が印加されて、そのゲートバスライン
４と電気的に接続されたスイッチング素子がＯＮ状態に
なっているときに、ｎ番目のゲートバスライン４に対応
する対向電極部分がＯＦＦ状態（高インピーダンス状
態）１９になる。
【００３０】これにより、ある任意の絵素に所定の電圧
を印加した後、その絵素がＯＰＥＮ状態となるので、不
要な電流の充放電がなくなり、消費電力を低減すること
が可能となる。
【００３１】ＯＮ状態のゲートバスライン４に対応する
対向電極部分にのみＯＮ電圧を印加すればよいので、対
向電極駆動回路自身の消費電力を大幅に低減することが
可能である。また、ゲートバスライン４にＯＦＦ電圧を
印加しているときに、図５に示した寄生容量２４の影響
を受けないので、ゲートバスラインのＯＦＦ電圧をＤＣ
電圧により駆動することができる。さらに、液晶パネル
内でのリーク電流による消費電力も低減することが可能
である。
【００３２】さらに、対向電極を分割しても、ＯＮ状態
のゲートバスライン４に対応する対向電極部分にのみＯ
Ｎ電圧を印加すればよく、小電流の対向電極駆動回路
（コモン電極駆動回路）をスイッチングにて切り換える
ことで１つの回路で実現することができる。よって、コ
ストの低減や回路基板に占める回路の占有面積の縮小を
図ることが可能である。
【００３３】さらに、あるｎ番目のゲートバスラインと
ｎ＋１番目のゲートバスラインとで、当該ゲートバスラ
インに電気的に接続されたスイッチング素子を介して接
続された絵素電極は、隣合うゲートバスライン毎に駆動
電圧を逆極性にしてライン反転を行い、そのｎ番目のゲ
ートバスライン上の液晶に所定の電位が与えられた後、
次のｎ＋１番目移行のゲートバスラインがＯＮ状態にな
った際に、ｎ番目のゲートバスラインに対応するｎ番目
の対向電極部分がＯＦＦ状態（高インピーダンス）とな
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9
って、当該液晶に印加された電圧が保持される。これに
より、絵素電極とゲートバスラインの間に生じる寄生容
量の影響を受けないことから、ゲートバスラインのＯＦ
Ｆ信号をＤＣ駆動することが可能である。よって、各対
向電極部分の信号の極性を１フレーム毎に変化させるだ
けで良く、低周波駆動が可能となって消費電力が低減さ
れる。
【００３４】さらに、後述する実施の形態において図１
に示すように、ゲート電極駆動回路と対向電極駆動回路
とを１つにまとめることができるので、さらに回路基板
に占める回路の占有面積の縮小を図ることが可能であ
る。
【００３５】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施の形態につ
いて具体的な例を挙げて説明するが、本発明は以下の例
に限定されるものではない。
【００３６】本発明の液晶表示装置の概略構成は、ガラ
ス等の透光性を有する絶縁材料からなる２枚の基板の間
に液晶層を挟持した液晶パネルを備えている。その液晶
パネルの表示面の裏側には、少なくとも液晶層に均一に
光が照射されるように、光源と、その光源からの光を液
晶層の全体に行き渡らせてその光量が一定になるように
制御された導光板とからなる光照射手段が設けられる。
【００３７】液晶パネルを構成する一方の基板には、複
数のゲートバスラインおよび複数のソースバスラインが
互いに交差（ここでは直交）するように、互いに絶縁さ
れた状態でマトリクス状に高密度に配線されている。そ
して、各バスラインの交差部近傍には、スイッチング素
子としてのＴＦＴ素子と絵素電極とが、各バスラインで
区切られたマトリクス内に設けられている。各ＴＦＴ素
子は、ゲートバスライン、ソースバスラインおよび絵素
電極に電気的に接続されている。
【００３８】他方の基板には、上記絵素電極に対向して
設けられた対向電極が、ゲートバスラインと同数に分割
されてゲートバスラインと平行に配置され、各対向電極
部分は互いに絶縁されて、例えば３－Ｓｔａｔｅ－Ｂｕ
ｆｆｅｒ等のように個々に任意の電圧が与えられる。２
枚の基板は周辺部が封止剤で接着され、その間には液晶
層が挟持されている。
【００３９】以下に、この液晶表示装置により表示を得
る過程について、図１、図２および図５を参照しながら
説明する。なお、以下の図において、図３および図４に
示した従来技術と同様の機能を有する部分については、
同じ符号を付している。
【００４０】図１に示す制御回路１は、パーソナルコン
ピューター等の信号発生装置から出力される任意の表示
データ、およびその表示データに同期した形で出力され
る同期信号を受取り、内部で当該液晶表示装置に適した
信号に変換を行う。そして、次段のゲート／対向電極駆
動回路３、ソース電極駆動回路２および対向電極駆動回
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路１１に所定の信号が供給される。
【００４１】上記ゲート／対向電極駆動回路３は、各ゲ
ートバスライン（Ｇ１、Ｇ２、・・・、Ｇｎ）４に対し
て、順次電圧を印加していく。図２および図５により、
ある特定の絵素にかかる液晶印加電圧１５の変化を見て
いくと、まず、そのゲートバスライン４に接続されてい
るＴＦＴ素子７のゲート電極Ｇに図２のゲート信号１２
に示すようなＯＮ電圧が印加されてＴＦＴ素子７がＯＮ
状態になる。
【００４２】このとき、各絵素電極と対向電極部分（Ｃ
１、Ｃ２、・・・、Ｃｎ）との間に挟持された液晶層部
分である各絵素の液晶容量８および補助容量９には、ソ
ース電極駆動回路２からソースバスライン（Ｓ１、Ｓ
２、・・・、Ｓｍ）６およびＴＦＴ素子７を介してソー
ス信号１４が印加される。また、ゲート／対向電極駆動
回路３からは、対向電極バスライン５を介して対向電極
信号１３が液晶容量８および補助容量９に供給される。
これにより、所定の絵素電極と対向電極部分との間に、
液晶印加電圧１５としてソース信号１４と対向電極信号
１３間の電位差１６、１７が生じる。なお、液晶印加電
圧１５において、１６、１７の矢印は電位の向きを示
し、実線は絵素電極電位（ドレイン波形）１８を示し、
破線は対向電極波形を示す。
【００４３】上記液晶パネルの上面に一様に照射された
光は、液晶パネルに添付された偏光板を介して液晶に入
射する。そして、各絵素電極と対向電極部分との間に発
生した電位差によって液晶分子の配向状態が変化し、偏
光方向が適宜変化させられた光が、液晶パネルに添付さ
れた他方の偏光板を介して出射することにより、任意の
透過光を得ることができる。
【００４４】ここで、ソース信号１４と対向電極信号１
３との間に生じる電位差１６、１７は一定であるが、そ
れらの信号は１フィールド毎に印加する電位２２の向き
（極性）を反転させ（１６、１７）、さらに、隣り合う
ゲートバスライン４で印加する電位２２の向きも１ライ
ン毎に反転させている。これは、液晶には長時間一定の
ＤＣ電圧を印加すると特性が劣化すること、およびフリ
ッカ等の原因になる寄生容量等の充放電電流によって絵
素の電圧が変動するのを抑える必要があること等の理由
による。
【００４５】さらに、上記１ライン毎に反転する対向電
極信号１３は、ゲートバスライン４のゲート信号１２が
ＯＮ電圧になったタイミングに合わせて対応する対向電
極部分をＯＮ状態にするＯＮ電圧になり、次のゲートバ
スライン４にＯＮ電圧１９ａが印加されてそのゲートバ
スライン４のゲート信号１２がＯＦＦ電圧になったとき
には、対応する対向電極部分をＯＦＦ状態（高インピー
ダンス状態）１９にする。このため、図４に示した従来
例の液晶印加電圧２２のように、電位差１７または１６
を保ったまま対向電極信号２１に合わせて電位が変動す
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ることはない。よって、図５に示すＴＦＴ素子７による
寄生容量２４の影響が生じないため、ゲート信号１２の
ＯＦＦ信号をＤＣ電圧で駆動することができる。これに
より、各対向電極部分の信号の極性を１フレーム毎に変
化させるだけで良いので、低周波駆動が可能となり、消
費電力を下げることができる。
【００４６】ある特定の液晶容量８および補助容量９に
任意の電圧が印加された後、対向電極を高インピーダン
スにして電圧を印加する必要が無いので、その分の対向
電極駆動回路自身の消費電力を低減することができ、容
量性負荷である液晶パネルの充放電電流を抑えて消費電
力を低減することもできる。さらに、対向電極を分割し
ても、１つのゲート／対向電極駆動回路をスイッチング
することで、所定の対向電極部分にのみＯＮ電圧を供給
することができるので、コストの低減や回路基板に占め
る回路の占有面積の縮小を図ることができる。
【００４７】図６に、上記ゲート／対向電極駆動回路３
の構成例を示す。ここでは、ゲートバスライン（Ｇ１）
がアクティブで他のゲートバスラインがノンアクティブ
である場合を示している。
【００４８】この回路において、ＳＷ１はＶＧＨ（ゲー
ト信号のＯＮ電圧）またはＶＧＬ（ゲート信号のＯＦＦ
電圧）のいずれかの信号を選択するスイッチであり、Ｓ
Ｗ２はＣＯＭ（対向電極信号のＯＮ電圧）を選択する
か、または非接続状態（高インピーダンス状態）にする
スイッチである。遅延回路３１は、ゲート信号Ｇ１、Ｇ
２、・・・等の変化点から、対向電極信号Ｃ１、Ｃ
２、、・・・をアクティブ（ＯＮ電圧）にするか、また
は高インピーダンス状態にするかを選択するタイミング
を遅らせる。このときの遅れ量は、概ねゲート信号の液
晶パネル内における遅延時間に相当する。これは、ゲー
ト信号Ｇ１等が完全にＯＦＦ電圧になる前に対向電極信
号Ｃ１等がハイインピーダンス状態になるのを防ぐため
である。
【００４９】まず、制御回路１から受け取った信号を基
にして、ＳＷ１およびＳＷ２を変化させる。例えばゲー
トバスラインＧ１および対向電極バスラインＣ１がアク
ティブ（ＯＮ）状態であるとすると、Ｇ１およびＣ１に
は各々ＶＧＨ（ゲート信号ＯＮ電圧）およびＣＯＨ（対
向電極信号）が出力される。なお、対向電極バスライン
Ｃ１には、最適なタイミングで出力するために、遅延回
路３１を介して出力されている。このとき、他のゲート
バスラインＧ２、Ｇ３、・・・および対向電極バスライ
ンＣ２、Ｃ３、・・・には、各々ＶＧＬ（ゲート信号Ｏ
ＦＦ電圧）およびＯＰＥＮ（高インピーダンス）が出力
される。
【００５０】従って、ＣＯＨ（対向電極信号）出力状態
は、２つのレベルのＯＮ状態（Ｈｉレベル／Ｌｏレベ
ル）およびＯＦＦ状態（高インピーダンス）状態の３つ
のレベルを出力することとになる。 *
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*【００５１】このような回路構成により、ゲート信号お
よび対向電極信号とも、同一（単一）のシフトレジスタ
により走査することができ、対向電極信号走査のために
別途シフトレジスタを設ける必要がない。さらに、ゲー
ト信号および対向電極信号のタイミング合わせを正確に
行うことができる。
【００５２】なお、上記実施の形態では黒表示を行う場
合について説明しているが、本発明は白表示や階調表示
を行う場合についても適用可能である。また、補助容量
９は対向電極との間に容量を有しているが、ゲートバス
ラインとの間に容量を有する構成についても適用可能で
ある。
【００５３】
【発明の効果】以上詳述したように、本発明によれば、
絵素電極に対向して設けられた対向電極が、ゲートバス
ラインと同数に分割されてゲートバスラインと平行に配
置され、各対向電極部分が互いに絶縁されて個々に任意
の電圧が与えられるように構成されている液晶表示装置
において、ＯＮ状態となっているゲートバスラインに対
応する対向電極部分のみにＯＮ電圧を与え、ゲートバス
ラインがＯＦＦ状態となっているときには対応する対向
電極部分をＯＦＦ（高インピーダンス）状態にして、液
晶印加電圧を保持することができる。よって、不要な電
流の充放電がなくなり、大幅に消費電力を低減すること
ができる。
【００５４】ＯＮ状態のゲートバスラインに対応する対
向電極部分のみにＯＮ電圧を印加すればよく、ゲートバ
スラインにＯＦＦ電圧を印加しているときに寄生容量の
影響を受けないので、ゲートバスラインのＯＦＦ電圧を
ＤＣ電圧で駆動することができ、対向電極駆動回路自身
の消費電力も大幅に低減することができる。さらに、液
晶パネル内でのリーク電流等による消費電力も低減する
ことができる。
【００５５】さらに、対向電極を分割しても、ＯＮ状態
のゲートバスラインに対応する対向電極部分にのみＯＮ
電圧を印加すればよく、小電流の対向電極駆動回路をス
イッチングにて切り換えることで１つの回路で済む。よ
って、コストの低減や回路基板に占める回路の占有面積
の縮小を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態である液晶表示装置につい
て、液晶パネル内部の回路構成およびその周辺回路の構
成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態である液晶表示装置につい
て、ある特定の絵素における各信号の動作を説明するた
めのタイミングチャートである。
【図３】従来の液晶表示装置について、液晶パネル内部
の回路構成およびその周辺回路の構成を示すブロック図
である。
【図４】従来の液晶表示装置について、ある特定の絵素
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における各信号の動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図５】ＴＦＴ素子周辺の透過回路を示すブロック図で
ある。
【図６】本発明の一実施形態である液晶表示装置におい
て、ゲート／対向電極駆動回路３の内部構成の例を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
１  制御回路
２  ソース電極駆動回路
３  ゲート／対向電極駆動回路
４  ゲートバスライン
５  対向電極バスライン
６  ソースバスラインライン
７  ＴＦＴ素子
８  液晶容量
９  補助容量
１０  ゲート電極駆動回路
１１  対向電極駆動回路
１２、２０  ゲート信号のタイミングチャート
１３、２１  対向電極信号のタイミングチャート
１５、２２  液晶印加電圧 *
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*１６  １７と極性が逆の液晶印加電圧
１７  １６と極性が逆の液晶印加電圧
１８、１８ａ  絵素電極電位のタイミングチャート
１９  対向電極のＯＦＦ（高インピーダンス）状態
２３  ゲートとソース間の寄生容量
２４  ゲートとドレイン間の寄生容量
２５  ソースとドレイン間の寄生容量
３１  遅延回路
Ｇ１  １ライン目のゲートバスライン
Ｇ２  ２ライン目のゲートバスライン
Ｇｎ  ｎライン目のゲートバスライン
Ｓ１  １ライン目のソースバスライン
Ｓ２  ２ライン目のソースバスライン
Ｓｍ  ｍライン目のソースバスライン
ＶＣＯＭ  共通対向電極
Ｃ１  １ライン目の対向電極バスライン
Ｃ２  ２ライン目の対向電極バスライン
Ｃｎ  ｎライン目の対向電極バスライン
Ｇ  ＴＦＴ素子のゲート
Ｓ  ＴＦＴ素子のソース
Ｄ  ＴＦＴ素子のドレイン
ＳＷ１、ＳＷ２  スイッチ
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(8) 特許３４６５８８６
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